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デューラー「ロトと娘たち」1496-99年

問

１. 男性の背後で燃

えているのはなに
か。
２.船はどこにある
か。
３. ロトの妻はどこ
にいるか
4. ロトと娘たちの年
齢差はどれくらいか。



デューラー「ロトと娘たち」1496-99年

問

１. 男性の背後で燃

えているのはなに
か。
２.船はどこにある
か。





ロトとは誰か？

1. アブラハム（イスラエル民族の族長）の
甥

2. アブラハムとともにオリエントの「肥沃な
三日月地帯」の周辺地を遊牧する。

3. 後にアブラハムと別れ、ソドムに移る。
4. ロトは、御使から、ソドムが神により滅

ぼされると警告される。



ロトが定住地を探す

• (8)アブラムはロトに言った。「わたしたちは親類どうしだ。わたしと
あなたの間ではもちろん、お互いの羊飼いの間でも争うのはやめ
よう。(9)あなたの前には幾らでも土地があるのだから、ここで別
れようではないか。あなたが左に行くなら、わたしは右に行こう。
あなたが右に行くなら、わたしは左に行こう。」

• (10)ロトが目を上げて眺めると、ヨルダン川流域の低地一帯は、
主がソドムとゴモラを滅ぼす前であったので、ツォアルに至るまで、
主の園のように、エジプトの国のように、見渡すかぎりよく潤って
いた。(11)ロトはヨルダン川流域の低地一帯を選んで、東へ移っ
て行った。こうして彼らは、左右に別れた。(12)アブラムはカナン
地方に住み、ロトは低地の町々に住んだが、彼はソドムまで天幕
を移した。(13)ソドムの住民は邪悪で、主に対して多くの罪を犯し
ていた。 「創世記」13章





ソドムからの逃避行

• (12)二人の客[二人の御使い]はロトに言った。
• 「ほかに、あなたの身内の人がこの町にいますか。あなたの婿や
息子や娘などを皆連れてここから逃げなさい。(13)実は、わたし
たちはこの町を滅ぼしに来たのです。大きな叫びが主のもとに届
いたので、主は、この町を滅ぼすためにわたしたちを遣わされた
のです。」

• (14)ロトは嫁いだ娘たちの婿のところへ行き、「さあ早く、ここから
逃げるのだ。主がこの町を滅ぼされるからだ」と促したが、婿たち
は冗談だと思った。

• (15)夜が明けるころ、御使いたちはロトをせきたてて言った。
• 「さあ早く、あなたの妻とここにいる二人の娘を連れて行きなさい。
さもないと、この町に下る罰の巻き添えになって滅ぼされてしま
う。」(16)ロトはためらっていた。主は憐れんで、二人の客にロト、
妻、二人の娘の手をとらせて町の外へ避難するようにされた。

• 「創世記」19章



ロトとは誰か？

1. アブラハム（イスラエル民族の族長）の甥
2. アブラハムとともにオリエントの「肥沃な三

日月地帯」の周辺地を遊牧する。
3. 後にアブラハムと別れ、ソドムに移る。
4. ロトは、御使から、ソドムが神により滅ぼさ

れると警告される。
5. ロトは山地に難を逃れる。
そして妻は？



ヨアヒム・パティニール「燃えるソドムとゴモラの風景」 1520年頃





問 ソドムとゴモラは何によって火災と
なったか？



問 ソドムとゴモラは何によって火災と
なったか？



デューラー「ロトと娘たち」1496-99年

問

３. ロトの妻はどこ
にいるか



デューラー「ロトと娘たち」1496-99年



モンレアル司教座聖堂 ビザンチン時代



『ニュルンベルグ年代誌』挿絵ハルトマン・シェーデル 1493年



主の警告と塩の柱

• (17)彼らがロトたちを町外れへ連れ出したとき、主は言
われた。

•「命がけで逃れよ。後ろを振り返ってはいけない。低地
のどこにもとどまるな。山へ逃げなさい。さもないと、滅
びることになる。」

• (23)太陽が地上に昇ったとき、ロトはツォアルに着いた。

• (24)主はソドムとゴモラの上に天から、主のもとから硫
黄の火を降らせ、(25)これらの町と低地一帯を、町の全
住民、地の草木もろとも滅ぼした。(26)ロトの妻は後ろを
振り向いたので、塩の柱になった。



ソドム山



「塩の柱」：カルヴァンの解釈

「卵から子が生じる不思議があるように、
そのたぐいは数限りないのに、なぜこの
一例の奇跡が彼らには馬鹿げてみえる
のだろうか。」（『「創世記」講解』）

事実として起こった奇跡
聖書の中で唯一の変身物語



「後ろを振り向く」：カルヴァンの解釈

住み慣れたソドムを憐れみ、壊滅の真
偽を確かめたい。

(1)故郷喪失

(2)神の言葉の実現化への不確かさ



「塩の柱」その理由：カルヴァンの解釈

(1)神の言葉への不信感

(2) この世への執着

(3) 肉を罰しただけで、霊は救われるか
もしれない。



「後ろを振り向く」：
イエスによる解釈

• ◆神の国が来る
• (20)ファリサイ派の人々が、神の国はいつ来るのかと尋ねたので、
イエスは答えて言われた。「神の国は、見える形では来ない。

• (28)ロトの時代にも同じようなことが起こった。人々は食べたり飲
んだり、買ったり売ったり、植えたり建てたりしていたが、(29)ロト
がソドムから出て行ったその日に、火と硫黄が天から降ってきて、
一人残らず滅ぼしてしまった。(30)人の子が現れる日にも、同じこ
とが起こる。(31)その日には、屋上にいる者は、家の中に家財道
具があっても、それを取り出そうとして下に降りてはならない。同
じように、畑にいる者も帰ってはならない。(32)ロトの妻のことを思
い出しなさい。(33)自分の命を生かそうと努める者は、それを失
い、それを失う者は、かえって保つのである。」

• 「ルカ福音書」17章



「後ろを振り向く」→
「ロトの妻のことを思い出しなさい。 」

(1)神の国に入る道から外れてはいけない。

(2)メッセージを表面的に受け入れ、忘れやすい。



なぜ塩か？：神話は対照的構成

二人の御使 二人の娘

ホモセクシャルのソドム 近親相姦のゾアル

子供が産まれない 子供が反則で産まれる

事件の発端はソドム 事件の結末はゾアル

破壊 創設



なぜ塩か？：塩の役割

1. 浄化と食物の保存

2. 場所の不毛

3. 結婚契約締結の印



中間存在としての媒介者
二人の御使 二人の娘

ホモセクシャルのソドム 近親相姦のゾアル

子供が産まれない 子供が反則で産まれる

事件の発端はソドム 事件の結末はゾアル

破壊 創設

ロトの妻

正妻として嫡出子を産む

浄化と保存：神・御使とロトとの仲介

不毛な場：どちらかの場所にいない

締結の印：滅びから救いへ



ロトとは誰か？

1. アブラハム（イスラエル民族の族長）の甥
2. アブラハムとともにオリエントの「肥沃な三

日月地帯」の周辺地を遊牧する。
3. 後にアブラハムと別れ、ソドムに移る。
4. ロトは、御使から、ソドムが神により滅ぼさ

れると警告される。
5. ロトは山地に難を逃れる。、そこで二人の

娘と交わり、二人の子供をもうける。モアブ
人とアンモン人の先祖
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